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青木輝夫 1 Satellite remote sensing of snow parameters in Greenland ice sheet, Seminer of School of 
Earth and Environmental Science, 2015 年 4 月, 韓国, ソウル  

 2 Solar heating in snowpack and radiative forcing by snow impurities evaluating by a 
physically based snow albedo model, Fourth International Symposium on the Arctic 
Research （ISAR-4）/ The third International Conference on Arctic Research 
Planning （ICARP III）, Arctic Science Summit Week 2015, 2015 年 4 月, 富山県富
山市  

 3 グリーンランド氷床上における積雪物理量の衛星リモートセンシング, 日本気象学会 2015
年度春季大会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 4 グリーンランド氷床上における 2000‐2014 年の衛星抽出積雪粒径変動, 日本地球惑星科学
連合 2015 年大会, 2015 年 5 月, 千葉県千葉市  

 5 グリーンランド氷床と南極氷床上における雪氷チームCal/Val計画, 第5回GCOM-C分野共
通課題ワークショップ「GCOM-C 代替校正ワークショップ」, 2015 年 8 月, 富山県富
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 6 積雪粒径測定手法の比較衛星観測から定量化された近年のグリーンランド氷床暗色化の原
因, 雪氷研究大会（2015・松本）, 2015 年 9 月, 長野県松本市  

 7 近年におけるグリーンランド氷床アルベド低下の原因 - 積雪粒径変化の標高依存性, 日本気
象学会 2015 年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  

 8 Darkening of Greenland ice sheet and satellite-derived snow parameters, 第 6 回極域科学
シンポジウム, 2015 年 11 月, 東京都立川市  

 9 Modeling of the radiative properties of snow and its application to climate study, ILTS 
International Symposium on Low Temperature Science, Institute of Low 
Temperature Science, Hokkaido University, 30 November －2 December 2015, 2015
年 12 月, 北海道札幌市  

 10 Impact of employing MODIS C6 data set and new cloud detection algorithm on snow 
products in Greenland ice sheet, GCOM/EarthCARE/PMM Joint PI Workshop, 2016
年 2 月, 東京都立川市  

 11 グリーンランド氷床上における衛星抽出積雪物理量の時空間変動と検証観測結果, 第 6 回
SIGMA ワークショップ in 女満別, 2016 年 2 月, 北海道  

青栁曉典 1 Estimation of roughness parameters of urban area using wind profile data obtained by a 
Doppler lidar system, 9th International Conference on Urban Climate, 2015 年 7 月, 
フランス, トゥールーズ  

 2 Impact of an Urban Land Surface Scheme on Local Climate Simulation for the Tokyo 
metropolitan area, 9th International Conference on Urban Climate, 2015年 7 月, フ
ランス, トゥールーズ  

 3 都市キャノピー内融積雪スキームの開発, 日本ヒートアイランド学会第 10 回全国大会, 2015
年 8 月, 埼玉県宮代町  

 4 小型ドップラーライダーを用いた都市ビル群内の風速鉛直分布観測, 第33回レーザセンシン
グシンポジウム, 2015 年 9 月, 東京都大田区  

 5 Development of a snow pack scheme for urban canopy model used in the Non-hydrostatic 
Regional Climate Model, International Workshop on Downscaling: Issues in 
Downscaling of Climate Change Projection, 2015 年 10 月, 茨城県つくば市  

 
6 Recent progress of urban modeling research at MRI/JMA - Model development and its 

applications for urban meteorology and climatology of Japanese cities, International 
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Conference on Urban Meteorology, 2015 年 10 月, 韓国, 済州島  
 7 NHRCM 用角柱都市キャノピーモデルへの融積雪スキームの導入, 日本気象学会 2015 年度

秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  
 8 都市積雪モデルの導入による冬の都市気候の再現性向上, 第 13 回環境研究シンポジウム, 

2015 年 11 月, 東京都千代田区  
足立アホロ 1 C-band 二重偏波レーダーによる粒径分布と降水強度の推定精度, 日本気象学会2015年度春

季大会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  
 2 Estimation of Raindrop Size Distribution from Polarimetric Radar Measurements at 

Attenuating Frequency Based on the Self-Consistency Principle, 37th Conference on 
Radar Meteorology, 2015年 9 月, アメリカ, ノーマン  

 3 An Automatic DSD Parameter Retrieval Algorithm for Polarimetric Radar at 
Attenuating Frequency Based on the Self-Consistency Principle, The 4th 
International Symposium on Earth-Science Challenges （ISEC） 2015, 2015 年 9
月, アメリカ, ノーマン  

 4 二重偏波レーダーによる潜在的に危険な雲の探知 －High-ZDR columnの利用－, ストーム
ジェネシスを捉えるための先端フィールド観測と豪雨災害軽減に向けた研究会, 2016
年 1 月, 京都府宇治市  

足立光司 1 Evolution and micro physical properties of biomass-burning aerosol particles, 9th asian 
aerosol conference, 2015年 6 月, 石川県金沢市  

 2 原発事故により放出された放射性微粒子の物理化学的特徴, 第 56 回大気環境学会年会, 2015
年 9 月, 東京都新宿区  

 3 Chemical and Physical Properties of Individual Aerosol Particles Using Transmission 
Electron Microscopy to Improve Atmospheric Models, ASAAQ13, 2015年 11 月, 兵庫
県神戸市  

 4 Imaging the interiors of individual aerosol particles using transmission electron 
microscopy, pacifichem, 2015 年 12 月, アメリカ, ホノルル  

足立透 1 フェーズドアレイレーダーを用いたダウンバーストの超高速観測, 日本気象学会 2015 年度
春季大会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 2 High-speed volumetric observation of downburst using X-band phased-array radar, 37th 
Conference on Radar Meteorology, 2015 年 9 月, アメリカ, ノーマン  

 3 フェーズドアレイレーダーを用いたダウンバーストの超高速観測：ノッチ構造の立体的形成
と低層の外出流の関係, 日本気象学会 2015 年秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  

 4 気象研究所フェーズドアレイレーダーで観測された顕著現象, シンポジウム「フェーズドア
レイレーダー ～研究開発の現状と将来展望～」, 2016 年 1 月, 茨城県つくば市  

 5 Three-dimensional dynamic observation of a mesocyclone and vault structure by phased 
array weather radar in Tsukuba, Third International Workshop on Tokyo 
Metropolitan Area Convection Study for Extreme Weather Resilient Cities 
（TOMACS/RDP）, 2016 年 2 月, 東京都千代田区  

荒木健太郎 1 2014年2月14-15日関東甲信大雪の再現実験と氷晶核に関する感度実験, 日本気象学会2015
年度春季大会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 2 Verification of Off-Zenith Observations by Ground-Based Microwave Radiometer under 
Stratiform Precipitation Conditions, 日本地球惑星科学連合2015年大会, 2015年5月, 
千葉県千葉市  

 3 Numerical Simulation of Heavy Snowfall and the Potential Role of Ice Nuclei in Cloud 
Formation and Precipitation, 日本地球惑星科学連合 2015 年大会, 2015 年 5 月, 千葉
県千葉市  

 4 雲の中では何が起こっているのか 雲・降水の微物理過程, 名古屋大学地球水循環研究セン
ター公開講演会「ふたたび雲をつかむ話」, 2015 年 7 月, 愛知県名古屋市  

 5 雲と友達になろう, つくば市立竹園西小学校夏季セミナー, 2015 年 7 月, 茨城県つくば市  
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 6 南岸低気圧による関東大雪時の総観・メソスケール環境場の統計解析, 南岸低気圧とそれに
伴う気象・雪氷災害に関する研究会, 2015 年 8 月, 茨城県つくば市  

 7 関東に大雪をもたらした降雪雲の雲物理過程と氷晶核の影響, 南岸低気圧とそれに伴う気
象・雪氷災害に関する研究会, 2015 年 8 月, 茨城県つくば市  

 8 雲を愛する技術, 第 41 回気象サイエンスカフェ東京, 2015 年 8 月, 東京都豊島区  
 9 南岸低気圧による関東大雪時の総観・メソスケール環境場の統計解析, 日本気象学会 2015

年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  
 10 地上マイクロ波放射計 1DVAR による非降水時・降水時の大気熱力学場解析, 日本気象学会

2015 年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  
 11 防災担当者のための顕著気象学, 第8回京都市防災・まちづくりCafe, 2015年10月, 京都府

京都市  
 12 地上マイクロ波放射観測と降雪研究, ワークショップ「降雪に関するレーダーと数値モデル

による研究（第 14 回）」, 2015 年 11 月, 新潟県長岡市  
 13 “豪雨”再考, ニコニコ学会気象研究会, 2016 年 3 月, 東京都千代田区  
安藤忍 1 縞模様が教えてくれる地震活動～宇宙から捉えた地殻変動～, 地震本部定例説明会, 2015 年

4 月, 東京都  
 2 ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた西之島の衛星画像解析, 日本火山学会 2015 年度秋季大

会, 2015 年 9 月, 富山県富山市  
 3 InSAR 時系列解析によるLaguna del Maule カルデラ火山における地殻変動, 日本測地学会

第 124 回講演会, 2015 年 10 月, 福岡県福岡市  
 4 InSAR 時系列解析による紀伊半島地域の定常的な地殻変動, 日本地震学会 2015 年度秋季大

会, 2015 年 10 月, 兵庫県神戸市  
 5 異なる偏波の干渉処理について, 新世代 SAR がもたらす災害・環境モニタリングの進展, 

2015 年 12 月, 京都府宇治市  
五十嵐康人 1 Atmospheric Radionuclides from the FDNPP Accident-Four years observations in 

Tsukuba, Japan and immediate resuspension, European Geosciences Union 
General Assembly 2015, 2015 年 4 月, オーストリア, ウィーン  

 2 2011 年 3 月事故初期の大気中放射性 Cs の物理・化学性状, 日本気象学会 2015 年度春季大
会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 3 Atmospheric Radio-Sr and -Cs Depositions at Mt. Haruna, Japan Geoscience Union 
Meeting 2015, 2015 年 5 月, 千葉県千葉市  

 4 Trials for Electron-Microscopic Aerosol Database II , 9th Asian Aerosol Conference , 2015
年 6 月, 石川県金沢市  

 5 Challenges of High Time Resolution Direct Observation of Aerosol Metal Elements in the 
Field by Using Gas-Conversion ICP-MS, 9th Asian Aerosol Conference, 2015 年 6 月, 
石川県金沢市  

 6 ICP-MS 直接エアロゾル元素分析による野外観測の試み, 2015 年度日本地球化学会第 62 回
年会, 2015 年 9 月, 神奈川県横浜市  

 7 Challenges of High Time Resolution Direct Observation of Aerosol Metal Elements in the 
Field by Using Gas-Conversion ICP-MS II, The 13th International Conference on 
Atmospheric Sciences and Applications to Air Quality（ASAAQ2015）, 2015 年 11 月, 
兵庫県神戸市  

 8 原発事故からの放射性セシウムの物理・化学性状, 日本放射線安全管理学会第 14 回学術大
会, 2015 年 12 月, 茨城県つくば市  

石井憲介 1 阿蘇巨大噴火の降灰シミュレーション, 日本地球惑星科学連合2015年大会, 2015年5月, 千
葉県千葉市  

 2 移流拡散モデルのための即時的な火山灰データ同化システムの構築にむけて, 火山学会秋季
大会, 2015 年 9 月, 富山県富山市  

石井雅男 1 Ocean acidification in the western North Pacific tropical and subtropical zones, Future 
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Prospects of Coastal Ocean Observations and Modeling in Japan, 2015 年 4 月, 宮城
県仙台市  

 2 Ocean Acidification from Below, 東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「ラージスケー
ル海洋循環フェスタ」, 2015 年 5 月, 千葉県柏市  

 3 Ocean acidification in the western North Pacific tropical and subtropical zones, 12th 
IMBER Scientific Steering Committee Meeting, 2015 年 6 月, アメリカ, サンタクル
ーズ  

 4 Trends of oxygen decrease and carbon increase in the western North Pacific as revealed 
at high-frequency repeat sections, GO-SHIP/Argo/IOCCP Conference 2015, 2015年
9 月, アイルランド, ゴールウェイ  

 5 Trends of CO2 increase in the subtropical and tropical zones of the western North Pacific - 
JMA’s contribution to the global OA observation network - , 北太平洋海洋科学機関 
炭素・気候部会, 2015 年 10 月, 中国, 青島  

 6 Variability and trend of oceanic CO2 in the western North Pacific tropical and subtropical 
zone, Developing New Ocean Provinces on Their Biogeochemistry and Ecosystems, 
2015 年 12 月, 東京都文京区  

 7 Requirements for pH/pCO2 observations from a profiling float array and the connection to 
air-sea carbon flux and ocean acidification, Planning a global Biogeochemical - Argo 
network , 2016 年 1 月, フランス, ヴィルフランシュ  

 8 Ocean acidification in the western North Pacific tropical and subtropical zones for the 
past three decades, Workshop on Ocean Warming and Acidification, 2016 年 2 月, 東
京都港区  

 9 東経 137 度線における人為起源 CO2蓄積と海洋酸性化の実態, 日本海洋学会 2016 年度春季
大会シンポジウム「東経 137 度定線の 50 年と今後の日本の持続的海洋観測望」, 2016
年 3 月, 東京都文京区  

 10 Decadal trends of the anthropogenic CO2 increase and remineralization in the North 
Pacific Subtropical Mode Water at the 137ºE section, 第 7 回日中韓 IMBER シンポ
ジウム, 2016 年 3 月, 韓国, 済州  

石井正好 1 気候モデルによる大気海洋長期気候再解析の実現に向けて, 日本気象学会 2015 年度春季大
会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 2 SOUSEI 150-year Coupled Reanalysis and Japanese Data Rescue Activity, 8th ACRE 
workshop, 2015 年 10 月, チリ, サンチアゴ  

 3 SOUSEI 150-year Coupled Reanalysis, AMS 28th Conference on Climate Variability and 
Change, 2016 年 1 月, アメリカ, ニューオーリンズ  

石田春磨 1 多変量解析手法を応用した多波長センサー用雲判定アルゴリズムの開発 , 日本気象学会
2015 年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  

石橋俊之 1 複数の OSSE 手法による仮想観測システムの評価（3）, 日本気象学会 2015 年度春季大会, 
2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 2 全球大気解析における観測情報の拡充に向けて, 日本気象学会 2015 年度秋季大会, 2015 年
10 月, 京都府京都市  

 3 気象庁全球数値予報システムにおける観測データのインパクト評価に関する研究, 平成27年
度気象庁施設等機関研究報告会, 2016 年 1 月, 東京都  

石元裕史 1 次期静止気象衛星ひまわり 8 号観測による最適化手法を用いた雲物理量推定, 日本気象学会
2015 年度春季大会, 2015 年 5 月, 茨城県つくば市  

 2 Refractive index of volcanic ash material estimated from the data of satellite infrared 
sounder, 日本地球惑星科学連合 2015 年大会, 2015 年 5 月, 千葉県千葉市  

 3 Backscattering properties of nonspherical ice particles calculated by Geometrical- 
Optics-Integral-Equation method , 27th International Laser Radar Conference, 
2015 年 7 月, アメリカ, ニューヨーク  
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4 OCA によるひまわり 8 号雲解析とライダー観測による氷晶モデルの推定, 日本気象学会

2015 年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  
 5 Modelling of mineral particles from microscopic Images for the use of advanced remote 

sensing applications, ASAAQ13, 2015 年 11 月, 兵庫県神戸市  
 6 Shape modeling of ice particles using micro-CT data for snow radiative transfer 

calculations, International Symposium on snow and avalanche in Niseko, 2015年12
月, 北海道ニセコ町  

泉敏治 1 佐賀の可搬型ライダーで高度 2 km 以下に観測された高濃度オゾンとエアロゾル（2）ミー
ライダーの解析と全球エアロゾルモデルとの比較, 第33回レーザセンシングシンポジ
ウム, 2015 年 9 月, 東京都大田区  

 2 佐賀のライダーで高度 2 km 以下に観測された高濃度のオゾンとエアロゾル （2）ミーライ
ダーの解析と全球エアロゾルモデルとの比較, 日本気象学会 2015 年度秋季大会, 2015
年 10 月, 京都府京都市  

今田由紀子 1 2014 年のエルニーニョはなぜ成長しなかったか？, 日本気象学会 2015 年度春季大会, 2015
年 5 月, 茨城県つくば市  

 2 2014 年夏のエルニーニョはなぜ成長しなかったか？ - 南太平洋からの寄与, 日本地球惑星
科学連合 2015 年大会, 2015 年 5 月, 千葉県千葉市  

 3 MIROC5 seasonal prediction system: focusing on the ENSO prediction in 2014, 熱帯降水
系研究会２０１５, 2015 年 9 月, 神奈川県横浜市  

 4 高解像度 MRI-AGCM アンサンブル実験による日本域の過去の 10 年規模イベントの要因分
析, 日本気象学会 2015 年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  

 5 太平洋十年規模変動に伴う南太平洋の偏差が ENSO 予測に与える影響, 日本気象学会 2015
年度秋季大会, 2015 年 10 月, 京都府京都市  

碓氷典久 1 Development of a coastal monitoring and forecasting system at MRI/JMA , OOPC2015 
workshop “Future Prospects of Coastal Ocean Observations and Modeling in 
Japan” , 2015 年 4 月, 宮城県仙台市  

 2 Mechanism for an unusual tide around the Seto Inland Sea in 2011 revealed by a 
coastal-assimilative model , 18th Pacific-Asia Marginal Seas Meeting , 2015 年 4 月, 
沖縄県那覇市  

 3 Development of a four-dimensional variational assimilation system in the western North 
Pacific, 1st GODAE OceanView Data Assimilation Task Team （DA-TT） Workshop, 
2015 年 5 月, イギリス, エクセター  

 4 北西太平洋海洋長期再解析（FORA-WNP30）IV：黒潮・黒潮続流の再現性, 日本海洋学会
秋季大会, 2015 年 9 月, 愛媛県松山市  

 5 FORA から見えてきた海の 30 年の歴史, 最先端計算科学が描き出す海の 30 年 長期再解析
FORA シンポジウム, 2016 年 1 月, 東京都千代田区  

 6 気象研における高解像度海洋データ同化システム開発の現状と今後に向けて, 第 6 回データ
同化ワークショップ, 2016 年 2 月, 神奈川県横浜市  

 7 Mechanism of interannual to decadal sea level variability along the Japanese coast, 
Ocean Sciences Meeting 2016, 2016年 2 月, アメリカ, ニューオリンズ  

浦川昇吾 1 気象研における新全球海洋モデル（GONDOLA） －中規模渦パラメタリゼーションの高度
化－, 日本海洋学会 2015 年度秋季大会, 2015 年 9 月, 愛媛県松山市  

 2 日本河川流量データセットの相互比較, 東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「沿岸か
ら外洋までをシームレスにつなぐ海洋モデリングシステムの構築に向けて」, 2015 年
11 月, 千葉県柏市  

 3 Comparison of the general performance of MRI.COM between experiments forced by 
CORE and JRA-55 datasets, 'Extended' Meeting on Forcing Ocean-Ice Climate 
Models, 2016 年 1 月, 神奈川県横浜市  

遠藤洋和 1 過去 100 年に観測された夏季日本の気候変動, 日本気象学会 2015 年度春季大会, 2015 年 5
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月, 茨城県つくば市  
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